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外科的感染症に対するHAPA-Bの 臨床的効果の検討

山 本 博 ・志村 秀彦

福岡大学医学部第一外科

米国シェリング社で開発されたGentamicin Bの 誘導体であるHAPA-Bを6例 の外科的感染症に使用

し有効5例,や や有効1例,有 効率83,3%の 成績が得られた。細菌学的検査で細菌を検出したのは5例 で

本 剤 投与 に よ りcoagulase negative  Staphylococcus 1株,α-Streptococcus1株,γ-Streptococcus1株,S.

faecalis 1株,  K pneumoniae  2株. E. aerogenes  1株, Enterobacter  1株, P. aeruginosa  1株 の9株 が除

菌 され, P. aeruginosa  3株 では菌数の減少をみとめた。特記すべき副作用はなく,ま た本剤によると思わ

れる臨床検査値の異常もなかった。

HAPA-Bは 米 国 シェリング社 で開発 され たア ミノ配糖体 系

抗 生 剤 でGentamicin Bの 誘 導体 で あ る。す な わ ち 本 剤 は

Gentamicin Bの1位 のNH2基 にhydroxyaminopmpiony1基

を導 入した もので抗菌 力にお いて はグ ラム陽性菌及び グラム陰

性菌 に対 し幅 広い抗菌活性 を示 し殺 菌的に作用 する。不活化酵

素 に対 してはAAC(6')-4に よって不活性化 され るが他のア ミノ

配糖体不活 性酵素の作用 を受 けに くく耐 性菌の少な い薬剤 と考

えられ る。本 剤は筋 肉内注射後速や かに吸収 され代謝 を受 けるこ

とな く大 半が腎か ら尿 中に排泄 され るが腎毒性 はGentamicin,

Amikacinよ りも弱い とされ,ま た第8脳 神経 に対す る影響 も少

ないこ とが確 かめられ ている1⊃。

本剤 の構造式 をFig.1に 示す。分子 式はC22H43N5O12分 子量

は569.61で あ る。

われわれは本剤の供与 を受 け臨床的 に外科的感 染症6例 に使

用 し,そ の細菌学的効果,臨 床的効果等 について検討 したので報

告する。

Fig. 1 Chemical structure of HAPA-B

1.対 象 及び投与方法

福岡大学第1外 科に昭和59年8月 から昭和60年1月 ま

での間に入院した外科的感染症をもつ19歳 から80歳 の男

性3例,女 性3例 の計6例 であった。感染症は何れも術後

で創感染4例,腹 腔内感染2例 であった。

本剤の投与はすべて筋肉内注射によった。投与量は1回

200mgと し何れも朝夕2回,5日 から7日 の投与で投与総

量は2000mgか ら2800mgで あった(Table1)。

効果判定基準

総合的臨床効果判定の基準は次のとおりとした。

著効:自 覚的所見の消失,他 覚的所見の正常化,お よび

起炎菌の陰性化のいずれもが5日 以内に認められた場合。

有効:上 記3項 目のうち2項 目に改善,あ るいは正常化,

陰性化があった場合。

やや有効:上 記3項 目のうち1項 目に改善,正 常化,陰

性化がみとめられた場合。

無効:上 記3項 目のうちいずれにも改善がみられず,ま

たは増悪した場合。

II.成 績

症例1G.R.57歳,M,術 創感染

右腋窩腫瘤摘出後皮膚の一部壊死状となり創の一部に感

染が起った。膿性分泌物からE. aerogenes (措),coagulas£

negative Staphylococcus (+), K. pneumoniae(+) を検出

した。本剤を5日 間投与し,分 泌物の減少,細 菌の陰性化,

腫脹,熱 感の消失等を認めた。有効。

症例2T.F.80歳,M,術 創感染

胃全摘出術後,腹 腔ドレン抜去部の創感染があり膿性分

泌を認めた。起炎菌の検出には成功しなかったが本剤を5

日間使用した。分泌物の減少はみられたが,発 赤,疹 痛等

の炎症所見は残存 した。やや有効。

症例3K.N.51歳,F,術 創感染

胆嚢摘出,総 胆管載石 ドレナージ施行後,創 から膿性分

泌物をみるに至った。α-Streptococcus(升),γ-Streptoco-
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ccus(+), E. faecalis (+), K. pneurnonsae (++),

P-aeruginosa(+)を 検出した。本剤を6日 間使用したとこ

ろ創は乾燥治癒した。自他覚所見では,5日 目までに硬結.

熱感は消失した。有効。

症例4K,C,44歳M術 創感染

胆嚢摘出後創より帯緑色膿性分泌をみるに至りP.aeru-

ginosa(柵)を 検出し本剤を6日 間使用した。Paeru-

gino3a(+)と 菌数の減少をみとめ臨床症状はおおむね軽

快 した。有効。

症例5K.Y.19歳,F,腹 腔内感染

先天性総胆管口腫切除,肝 門部空腸吻合術を施行した。

腹腔ドレンから膿性分泌物があり,Paeruginosa,Entero-

bacterを 検出し,本 剤を7日 間使用した。分泌物の減少,

腫脹,疹 痛等の消失をみとめた。細菌学的にはP.aerugi-

nosaの 減 少,Enterobacterの 消 失をみたが,E.coli少 量

が新たに出現した。有効。

症例6M.F.75歳,F,腹 腔内感染

膵頭十二指腸切除後腹腔 ドレンより緑色の分泌物があり

Paerginosa(帯)を 検出した。本剤5日 間使用で分泌物は

著明に減少,腫 脹,疹 痛は消失した。Paeruginosaは 減少

した。有効。

III.副 作 用

本剤投与中に本剤の副作用 と思われる症状を呈したもの

はなかった。

本剤投与前後の生化掌的検査値をTable2に 示 した。

IV.考 察

Gentamicin Bの 誘導体であるHAPA-Bを 成人例で術

後創感染4例,術 後腹腔内感染2例 の外科的感染症6例 に

使用した。

創感染4例 の うち3例 か ら菌を検出 した。すなわち

coagulase negative Staphylococcus 1, a-Streptococcus 1,

γ-Streptococcus  1, E. faecalrs 1, K. pneumoniae 2, E.

aerogenes 1, P. aeruginosa 2 の計9株 を検出した。本剤の

使用によって除菌されたものはPaeruginosa 1株 を除く

他の8株 であった。紛合臨床効果では有効3,や や有効1

であった。

腹腔内感染の2例 か らはEnterobacter 1株,Paerugi-

nosa 2株 を分離 したが本剤に よって8n鋤o励rは 除

菌されP.aeruginosa 2株 では何れも菌数の減少をみとめ

た。なお1例 から新たにE.coliが 検出された。総合臨床効

果は何れも有効であった。

全体的には細菌学的に12株 中9株 が除菌され3株 は菌

数の減少であったが,菌 数減少の3株 は何れもPaerugi-

nosaで あ ることが注 目される。すなわ ちP.aeruginosa

Table 2 Laboratory findings before and after treatment with HAPA-B

b: before a . after
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についてみると全例で本剤使用前に4株 を検出したが本剤

にょって除菌されたものは1株 のみで除菌率は25%で あ

った。他の3株 においては菌数の減少をみたものの残存し,

本剤のP.aeruginosaに 対 する効果はなお検討を要するも

のと思われる。

総合臨床効果では6例 中5例 に有効,や や有効1例 で有

効率は83.3%で あった。

臨床症状を呈する如き副作用はみられなかった。臨床検

査値の変動においても本剤の使用によって正常値であった

ものが悪化して異常範囲に入ったものはみられなかった。

とくに問題はなかった。

これらの結果からHAPA-Bは 外科的感染症に対して有

用な薬剤であると考えられる。
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CLINICAL EVALUATION OF HAPA-B IN SURGICAL INFECTIONS

HIROSHI YAMAMOTO and HIDEHIKO SHIMURA
The First Department of Surgery, Fukuoka University

HAPA-B, a Gentamicin B derivative, was investigated on its clinical and bacteriological effect.
HAPA-B was administered by intramuscular injection to six patients with surgical infections-

four patients with postoperative wound infection and two patients with postoperative intraab-
dominal infection.

Bacteriological evaluation : coagulase negative Staphylococcus (1), a-Streptococcus (1), V-Strepto-
coccus (1), S. faecalis (1), K. pneumoniae(2), E. aerogenes (1), Enterobacter(1) and P. aeruginosa(1)
were eradicated. Three strains of P. aeruginosa were decreased.

Clinical response was good in 5 and fair in 1 case. Clinical efficacy rate was 83.3 %.
No side effect was observed and no marked adverse reaction was noted.


